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携帯電話からブログへの記事の投稿が可能な携帯電話向けブログクライアントを開発した。本

稿では、開発したブログクライアントの特長である、中継サーバの利用、AtomAPI の採用、ユ

ーザのブログ利用環境に合わせたメニューの動的なカスタマイズ、ウィザード形式による単純

明快なユーザインタフェース、携帯電話特有の機能を利用した記事の作成機能、のそれぞれに

ついて説明する。また、本ブログクライアントと携帯電話からブログに記事を投稿する従来の

方法とを比較し、本ブログクライアントの有用性を議論する。 
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We developed a Blog client for cellular phones which can be used for posting an entry to Blog. This paper 

explains the following features of our Blog client, use of a relay server, adoption of AtomAPI, dynamic 

customize of the menu set by a user's Blog use environment, the simple clear user interface by wizard form, 

the creation function of the entry using a function peculiar to a cellular phone. Also, this Blog client is 

compared with the conventional method of posting an entry to Blog from a cellular phone, and it argues 

about the usefulness of this Blog client. 
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1 はじめに 

近年、インターネットにおいてブログと呼ばれる

Webサイトが急速に増加している。 

ブログ(Blog)とは Web Log の略称であり、広義に

はタイトルと本文からなる記事が時系列またはカテ

ゴリにより整理・分類された体裁で表示される Web

サイトである。ブログは主に個人または特定の団体

により運営され、そこで扱われる内容は、時事問題

から個人的な日記、画像と簡潔なコメントのみから

なる生活記録などと多岐にわたる。 

なお、従来から存在する日記サイトなどはブログ

と同様の体裁を持つが、これら従来のサイトとブロ

グとを区別する要因のひとつとして、ブログにおけ

る記事のデータフォーマット、および投稿・閲覧の

ための API の統一が挙げられる。前者としては、

RSS (Really Simple Syndication) [3] や AtomFeed [2] と

呼ばれる仕様が制定されており、また後者としては

AtomAPI [1] という仕様の標準化が進められている。 

このような仕様の統一により、複数の異なるブロ

グの記事を横断的に閲覧可能な RSS リーダーと呼ば

れるソフトウェアの開発が可能になり、またブログ

への記事の投稿を行うための汎用的なソフトウェア

の開発が可能となった。 

一方、携帯電話の高機能化が著しく進展しており、

現在日本国内で発売される携帯電話のほとんどにイ

ンターネットへの接続機能やインターネットメール

の送受信機能、カメラ撮影機能、Java アプリケーシ

ョンの実行機能などが搭載されている。 

このような背景のもと、携帯電話や PDAなどのモ

バイル機器からブログを利用する、モブログ(Moblog, 

Mobile Blog の略) と呼ばれるブログの活用スタイル

が現在発展しつつある。 

モブログにおける典型的なスタイルの一つは出先

からのメールによる記事投稿であり、例えば街で何

か面白い物を見つけた時、その場で写真を撮ってメ

ールに添付し投稿するというスタイルである。しか

し、現状最も多く利用されているであろうメールに

よる記事の投稿は、シンプルであるが故、カテゴリ

を指定した投稿など多少複雑な用途には向かない。 

そこで、我々はメールによるモブログのシンプル

であるという利点をそのままに、もう少しリッチな

インタフェースを持ち、また、もう少し複雑な用途

にも対応可能な携帯電話向けブログクライアントを

開発した。 

本稿では、上記ブログクライアントの特長を説明

し、その有用性と課題について議論する。 

2 開発したブログクライアントの特長 

我々は、携帯電話向けブログクライアントを NTT 

DoCoMo の FOMA
(R) 

900i 上で動作するⅰアプリとし

て開発し(プログラムサイズ 95KB)、またそのブログ

クライアントと連係動作するサーバモジュールを開

発した。 

上記ブログクライアントとサーバモジュールによ

り構成されるシステムは、以下の特長を持つ。 

・ 中継サーバの利用 

・ AtomAPI の採用 

・ ユーザのブログ利用環境に合わせたメニュー

の動的なカスタマイズ 

・ ウィザード形式による単純明快なユーザイン

タフェース 

・ 携帯電話の機能を利用した記事の作成機能 

以下、各特長について詳細を説明する。 

2.1   中継サーバの利用 

ⅰアプリの仕様上、一つのⅰアプリから HTTP に

よりアクセス可能なウェブサイトは一定数に制限さ

れる。しかし、ブログクライアントを汎用的なもの

にするためには、同一のクライアントから複数の異

なるブログへとアクセスする必要がある。 

そこで、我々は携帯電話上のブログクライアント

からブログが稼動するブログサーバへ直接アクセス

するのではなく、間に中継サーバを介する方法を選

択した(図１参照)。 

本構成を採用することにより、単一のブログクラ

イアントから複数の異なるウェブサイトで稼動する

ブログが利用可能となり、同時にブログサーバ側の

API が変更または追加された場合においても、携帯

電話上のブログクライアントを修正することなく、

中継サーバのプログラムを修正することで対応が可

能となる。 

現在、通信料の定額プランを持つ携帯電話キャリ

アも存在するが、多くのユーザは未だ従量制の料金

プランを利用している。したがって、ブログの機能

がバージョンアップされる度にアプリケーションの

ダウンロードを再度強いることは避けるべきであり、

その点において本構成は有用であると考える。 

なお、ブログに新たな機能が追加される場合、

我々の開発したブログクライアントではアプリケー

ションを再度ダウンロードする必要は無いが、追加

された機能に対応するメニューを新たに取得する必

要がある。しかし、メニューを取得するために必要

なデータ通信量は、アプリケーション自体を取得す

るために必要なデータ通信量と比較して少ないため、

本構成の有用性は失われないと考える。 
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図１: 中継サーバの利用 

 

2.2   AtomAPIの採用 

前節で説明した中継サーバとブログサーバの間の

連携には AtomAPI を採用した(図２参照)。AtomAPI

は、前述したとおり現在標準化が進められており、

既に多くのブログシステムにおいて採用されている。 

なお、本稿執筆時点で公開されている AtomAPI 仕

様案 [1] では、記事に対するコメントの投稿、トラ

ックバックつき記事の投稿に関する仕様が定義され

ていないため、今回開発したブログクライアントに

おいても上記機能は実装されていない。 

また、携帯電話上のブログクライアントと中継サ

ーバの間は、独自のプロトコルによるバイナリデー

タの送受信を行っている。これは、AtomAPI におい

て利用されるデータが XML ベースのテキストフォ

ーマットであり、同内容のバイナリデータと比較し

てデータサイズが大きくなるため、通信するデータ

量を削減する観点から採用したものである。 

 

 

 

 

 

 

図２: AtomAPIの採用 

 

2.3   ユーザのブログ利用環境に合わせたメニュー
の動的なカスタマイズ 

多くのブログシステムにおいて、ユーザは１つの

アカウントを使って複数のブログを開設することが

可能である。例えば、一般的なニュースに関する話

題を扱うブログと特定の話題を扱うブログの２つの

ブログを開設し、作成する記事が扱う内容に応じて

投稿するブログを選択する、といった利用方法が取

られることが多い。 

今回開発したシステムでは、ユーザが初めてブロ

グクライアントを利用する際、AtomAPI を用いてア

カウントの認証を行うと同時に、ユーザが開設して

いるブログの一覧を取得し、ユーザが持つ全てのブ

ログに記事を投稿可能なメニューを中継サーバにお

いて自動的に生成して、ブログクライアントに返却

する(図３参照)。 

また、初回利用時以降にユーザが新たなブログを

開設した場合にも、新たなブログへ投稿可能なメニ

ューを再度取得することで対応が可能である。 

なお、今回開発したシステムにおいては、ユーザ

はブログサーバ上に予めアカウントを持ち、１つ以

上のブログを開設していることを前提としている。 

 

 

 

 

 

 

図３: メニューの動的なカスタマイズ 

 

2.4   ウィザード形式による単純明快なユーザイン
タフェース 

今回開発したブログクライアントで扱うデータは、

ユーザにインストラクションを提示するための独自

拡張を施した XHTML と画像やテキストなど複数の

ファイルを結合したアーカイブデータであり、ブロ

グクライアントの画面にはアーカイブデータのそれ

ぞれが１つのメニューとして表示される。 

図４に、開発したブログクライアントの構成を示

す。中継サーバから取得したアーカイブデータは端

末の不揮発性メモリに保存されるため、一旦取得す

ると以降利用する際に再度取得する必要は無い。 

なお、１つのアーカイブデータのファイルサイズ

は、今回開発したシステムにおいては平均 10KB 程

度である(ファイルサイズは内容に依存する)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４: ブログクライアントの構成 

 

端末上で、あるメニューがユーザにより選択され

ると、それに対応するアーカイブデータがブログク

ライアントにより解釈され、ウィザード型のユーザ

インタフェースがユーザに提示される。 

例えば「ブログ投稿：新規記事を作成」というメ

ニューが選択されると、まず投稿するブログの選択

を促す画面が表示される。ユーザは表示されたプル

ダウンメニューから投稿するブログを選択し「次

へ」と表示されたソフトキー(携帯電話に備えられた

汎用ボタンであり、それを押下した時の動作内容が

アーカイブデータ管理部 
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表示画面に表示されるもの)を押す。すると画面が切

り替わり、次に記事のタイトルと本文の入力を促す

画面が表示される。 

画面には一部の例外時を除き常に２つのソフトキ

ーが表示されている。その一方は１つ前のステップ

に戻るための「戻る」であり、もう一方は次のステ

ップへ進むための「次へ」である。ただし「次へ」

については、操作の局面に合わせて「認証」「投

稿」「接続」「終了」といった次のステップを最も

よく表す言葉で表示することができる。  

基本的な操作の流れとしては、画面に表示された

インストラクションにしたがってデータの選択や入

力を行い「次へ」に対応するソフトキーを押下する

ことを繰り返すだけで、ユーザは選択したメニュー

に対応するタスクを完了することができる。 

2.5   携帯電話の機能を利用した記事の作成機能 

前節で言及したユーザにインストラクションを提

示するための独自拡張を施した XHTML には、携帯

電話特有の機能を任意のタイミングで起動するため

の記述を行うことが可能である。 

例えば、ブログへ投稿するための写真つき記事を

作成する際には「携帯電話のカメラを起動し、撮影

した画像を記事に付加する」ことを指示する記述が

可能であり、他にも「端末内に保存された画像を選

択するためにファイラを起動する」ための記述や、

「カメラをバーコード読み取りモードで起動して得

られた値を取得する」ための記述等が可能である。 

3 画面遷移 

本節では、開発した携帯電話向けブログクライア

ントの画面のキャプチャー画像を用いて、アプリケ

ーションの実際の動作について説明する。 

なお、今回開発した携帯電話向けブログクライア

ントは、本稿執筆時現在 NTTコミュニケーションズ

株式会社様が運営するブログサービス「ブログ人

(http://www.blogzine.jp/)」にて、携帯電話向けのトラ

イアルサービス用途としてご利用頂いている。 

そのため本節では、画面遷移の説明に上記トライ

アルサービスにおいて利用されているブログクライ

アントのキャプチャー画像を利用させて頂いている。 

3.1   初回認証 

ブログクライアントをダウンロードして最初に起

動した時点では、図５(1)に示すとおり、画面には

「初回認証」メニューのみが存在する。 

この初回認証メニューを開くと、図５(2)に示すよ

うに、ブログのユーザ名とパスワードを入力するた

めのフォームと「認証」と表示されたソフトキーが

表示される。 

上記画面にてユーザ名とパスワードを入力し、

「認証」を押下すると、中継サーバに入力したデー

タが送信される(図５(3))。 

中継サーバでは、ブログサーバの AtomAPI でユー

ザを認証してユーザの開設しているブログの一覧を

取得するための XML データを生成し、ブログサー

バへと送信する(図５(4))。 

ブログサーバでは、AtomAPI で中継サーバから送

信されてきた XML を受信し、ユーザの認証を行い、

認証が成功した場合はユーザの開設しているブログ

の一覧を示す XML を生成し、AtomAPI からのレス

ポンスとして中継サーバに返却する(図５(5))。 

中継サーバは、ブログサーバの AtomAPI から返却

された XML を解析し、ユーザが開設しているブロ

グに記事を投稿するためのメニューを生成してブロ

グクライアントに返却する(図５(6))。 

ブログクライアントは中継サーバから返却された

メニューを不揮発性メモリーに保存し、更新された

(1) 初回起動時の表示 
(2) 初回認証のための 

インタフェース表示 

  

(3) 認証情報の送信 

(4) AtomAPI に接続 

図５: 初回認証時画面遷移 

(6) メニューの生成と返却 

(7) メニューの保存と表示 

(5) ブログ一覧の返却 

ブログ 

サーバ 

中継 

サーバ 
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メニューのリストを表示する(図５(7))。 

なお、実際には、ブログへ投稿するためのメニュ

ーだけでなく、ブログを閲覧するためのメニューや

メニューを更新するためのメニューなど、複数のメ

ニューが中継サーバにおいて生成され、ブログクラ

イアントへと送信される。 

3.2   ブログへの記事の投稿 

初回認証が完了すると、記事を作成してブログへ

投稿するためのメニューが利用可能となる。 

「新規記事を作成」メニューを選択すると(図６

(1))、まず投稿するブログを選択する画面が表示さ

れる(図６(2))。 

この画面には、ユーザが投稿可能なブログを選択

するためのプルダウンメニューが配置されており、

ユーザが投稿したいブログを選択して「次へ」を押

下すると、記事を作成するための画面が表示される

(図６(3))。 

この画面には、記事のタイトルを入力するテキス

トボックスと、記事の本文を入力するテキストボッ

クス、および記事のカテゴリを選択するためのプル

ダウンメニューが配置されている。ユーザがそれぞ

れ入力および選択して「次へ」を押下すると、記事

に対して画像を添付するか否かを選択する画面が表

示される(図６(4))。 

この画面には、例外的に「次へ」のソフトキーが

存在せず、３つのリンクが表示されている。「画像

なしで投稿」が選択されると、画像なしの記事完成

画面(図６(5))へ遷移し、「カメラで静止画を撮影し

て投稿」が選択されると、端末のカメラを起動し、

画像が撮影された後、画像ありの記事完成画面(図６

(6))へ遷移し、「携帯電話に保存された画像を選

択」が選択されると、端末のファイラを起動し、画

像が選択された後、画像あり記事完成画面(図６(6))

へ遷移する。 

この例のように、次のステップが１つではなく複

数に分岐する場合は「次へ」を表示しないことで、

リンクのうち必ずどれか一つを選択しなくてはなら

ないことをユーザに示している。 

記事完成画面(図６(5)(6))には、完成した記事を確

認して投稿するための表示がなされている。ここで

「投稿」が押下されると、作成した記事データが中

継サーバに送信され、そこからブログサーバの

AtomAPIに対して記事が投稿される。 

記事の投稿が完了すると、ブログクライアントに

は投稿完了画面(図６(7))が表示される。ここでは、

投稿したブログを閲覧するためのリンクと処理を終

了するためのソフトキーが配置されている。なお、

この画面には「戻る」ソフトキーが存在しない。間

違えて同じ内容の投稿を複数回行わないように、投

稿が成功した場合は「戻る」を表示しない、という

記述が XHTMLになされているためである。 

(7) 投稿完了 

「戻る」なし 

(1) 新規記事を作成

するメニューの選択 

 

図６: ブログ投稿時画面遷移 

 
ブログ 

サーバ 

 

 
中継 

サーバ 

(3) 記事の作成：タイトル、本

文の入力、カテゴリの選択 

(4) 画像の有無を選択す

るため分岐：「次へ」なし 

(5) 画像なしの記事

完成、投稿 

(6) 画像つきの記事完成、投稿 

端末の

ファイラ

を起動 
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起動 
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4 考察 

携帯電話からブログに記事を投稿する方法として

は、従来から利用されているメールや Web ブラウザ

による方法、および、専用のブログクライアントを

利用する方法がある。本節では、従来の方法と今回

開発したブログクライアント、および今回開発した

ブログクライアントと他の専用ブログクライアント

とを比較する。 

4.1   従来の方法との比較 

メールを利用する方法は、前述したとおり一般の

メールを送信するのと同様の手軽さでブログに記事

を投稿できるという点が特長であるが、逆に、一般

のメールによる投稿であるため、例えばカテゴリを

設定した記事の投稿が難しいという欠点がある。 

今回開発したブログクライアントでは、XHTML

によるウィザード型のユーザインタフェースを採用

しており、メールと同様の手軽さを保ちつつ、投稿

カテゴリの選択など多少複雑な投稿も可能である。 

次に Web ブラウザを利用する方法は、通常の PC

と同様の使い勝手が実現できるが、記事の作成中に

カメラを起動するなどといった、携帯電話特有の機

能を利用するユーザインタフェースを構築するのが

難しいという欠点がある。 

今回開発したブログクライアントでは、そこで扱

う独自拡張を施した XHTML に携帯電話特有の機能

を任意のタイミングで起動するための記述を行うこ

とが可能であるため、Web ブラウザを利用するより

も、より携帯電話の特長を活かすことができる。 

なお、今回開発したブログクライアントを携帯電

話で利用するには別途アプリケーションをインスト

ールしなくてはならないという欠点がある。 

表１に、携帯電話向けブログ投稿クライアントの

種別による比較をまとめる。 

 

表１: 携帯電話向けブログ投稿クライアントの比較 

 

4.2   他の専用ブログクライアントとの比較 

現在、代表的な携帯電話向けブログクライアント

としては、日記系.jp [4] にて提供される「日記アプ

リ」や、NOKIA の提供する Lifeblog [5] があげられ

る。それぞれ、端末のカメラと連携した記事の作成

と投稿が可能であるが、投稿するデータの形式を任

意に加工することはできない。 

今回開発したブログクライアントでは、様々な形

にカスタマイズされたメニューを新たに取得し利用

することにより、任意に加工されたデータを投稿す

ることが可能となる。 

なお、「日記アプリ」や Lifeblog には特長的なブ

ログ閲覧用インタフェースが備わっている。今回開

発したブログクライアントのブログ閲覧機能は Web

ブラウザとほぼ同等であるため、今後改良を行うべ

き点である。 

5 おわりに 

本稿では、我々の開発した携帯電話向けブログク

ライアントの特長を説明し、その有用性について議

論した。今後の展開としては、ブログの閲覧時にお

ける操作性を向上させるユーザインタフェースの提

案等を考えている。 
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クライアント種別 利点 欠点 

メール 一般のメールを送信
するのと同じ手順で
記事の投稿が可能 

複雑な記事の作成
が困難 

Webブラウザ PC と同じインタフ
ェースを提供可能 

カメラなど端末機
能を利用した記事
の作成が困難 

今回開発したブロ
グクライアント 

任意のインタフェー
スを提供可能 

複雑な記事の作成が
容易 

カメラなど端末機能
を利用した記事の作
成が可能 

アプリケーション
のインストールが
必要 
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